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ABSTRAK 

 

MARCO BUDIMAN. 2020. Analisis Makna Keiyoushi Kantan「簡単」

dan Tanjun「単純」Dalam Kalimat Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. 

Universitas Negeri Jakarta. 

 Penelitian ini bertujuan untuk: 1) Melihat kelas kata dalam gramatika 

Bahasa Jepang yang mengikuti keiyoushi kantan dalam kalimat Bahasa Jepang. 2) 

Melihat kelas kata dalam gramatika Bahasa Jepang yang mengikuti keiyoushi 

tanjun dalam kalimat Bahasa Jepang. 3) Mengetahui bilamana keiyoushi kantan dan 

tanjun dapat saling menggantikan di dalam kalimat. 

 Sumber data penelitian ini adalah situs web Yomiuri Online (yomiuri.co.jp). 

Penelitian ini menggunakan pendekatan deskriptif kualitatif. Pengumpulan data 

dilakukan dengan metode simak, dan teknik yang dilakukan untuk mengumpulkan 

data dilakukan dengan teknik catat. Selanjutnya data yang telah ditemukan 

dianalisis dengan menggunakan teori makna kontekstual Pateda, komponen makna 

Pateda, dan hubungan kesinoniman Akimoto. 

 Hasil dari penelitian diuraikan sebagai berikut: 1) Kelas kata dalam 

gramatika Bahasa Jepang yang mengikuti na-keiyoushi kantan di dalam kalimat 

adalah verba atau doushi, adverbia atau fukushi, dan nomina atau meishi. 2) Kelas 

kata dalam gramatika Bahasa Jepang yang mengikuti na-keiyoushi tanjun di dalam 

kalimat adalah verba atau doushi, dan nomina atau meishi. 3) Na-keiyoushi kantan 

dan tanjun dapat saling menggantikan di dalam kalimat bilamana kedua kata 

tersebut diikuti oleh nomina atau dalam Bahasa Jepang disebut dengan meishi. 

Berdasarkan komponen makna dan konteks kalimatnya pun, na-keiyoushi kantan 

dan tanjun dapat saling menggantikan bilamana kantan memiliki makna umum, 

sementara tanjun memiliki makna khusus. 

 

KATA KUNCI : Makna, Keiyoushi, Kantan, Tanjun. 
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ABSTRACT 

 

MARCO BUDIMAN. 2020. Analysis of the Meaning of Keiyoushi Kantan

「簡単」and Tanjun「単純」in Japanese Sentences. Faculty of Language and Arts. 

Jakarta State University. 

This research is aiming to : 1) See the part of speech in Japanese 

Grammatical that keiyoushi kantan follows in Japanese Sentences. 2) See the part 

of speech in Japanese Grammatical that keyoushi tanjun follows in Japanese 

Sentences. 3) Find out when the keiyoushi kantan and tanjun can replace each other 

in the Japanese Sentences. 

This research uses Yomirui Online (yomiuri.co.jp) as a data sources. This 

research is using desriptive qualitative approach, metode simak as a collecting 

method, and teknik catat as a collecting technique. Furthermore, the data that has 

been found are get analyzed by using Pateda’s contextual meaning, Pateda’s 

component of meaning, and Akimoto’s synonym relation theory. 

The result of this research are described as : 1) The part of speech in 

Japanese Grammatical that keiyoushi kantan follows in Japanese Sentences are 

doushi or verb, fukushi or adverb, and meishi or noun. 2) The part of speech in 

Japanese Grammatical that keiyoushi tanjun follows in Japanese Sentences are 

doushi or verb, meishi or noun. 3) The situation that keiyoushi kantan and tanjun 

can replacing each other are when those words are followed by meishi or noun, and 

kantan has a general meaning, while tanjun has a specific meaning. 

 

KEYWORDS : Meaning, Keiyoushi, Kantan, Tanjun. 

 



 

  vi 
 

概要 

日本語における「簡単」と「単純」の意味分析 

ジャカルタ国立大学 

マルコ・ブディマン 

marcobdmn1996@gmail.com 

A. 背景 

言語は人生に重要なことの一つである。言語学習の中に、学習者

にとって困難になることがたくさんあり、その一つは類義語である。

Tjandra (2016:128) は「類義語は同じ意味のある分野から来た言葉だ」と

いう。Akimoto (2004:23) は「類義語が 3つの部分に分割されていることを

説明している： 包摂関係と示唆的特徴と同義語だ」という。 

この研究で、著者は「簡単」と「単純」の形容詞について研究す

る。「簡単」と「単純」はインドネシア語で翻訳したら、「mudah」又

は「sederhana」という意味になる。 

例文： 

1. 簡単な問題なら分かる。 

(Intermediate Kanji Book Vol. 1, 1993:62) 

2. ただ川をきれいにすれば単純な問題ではない。 

(Jakarta Shimbun, diakses pada 13/09/2018) 

学習者が文章の中に「簡単」と「単純」をいつ使用するべきか困

難になる。 
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上の背景をもとに、研究するいくつかの問題の設定がある： 

1. 日本語の文章で「簡単」の形容詞の従う単語は何であるか。 

2. 日本語の文章で「単純」の形容詞の従う単語は何であるか。 

3. どのような文脈で「簡単」と「単純」の形容詞が日本語の文章

の中で置き換えるか。 

 

研究目標は： 

1. 日本語の文章で「簡単」の形容詞の従う単語を知るためである。 

2. 日本語の文章で「単純」の形容詞の従う単語を知るためである。 

3. 文脈を知るために、「簡単」と「単純」がどのように日本語の

文章の中で置き換えられているのか。 

 

B. 研究方法 

この研究で使用された方法は定性的な記述的方法である。データ

を収集するために使用される技法は、メモを取る技法である。データの

分析に使用される手法は交換方法と意味コンポネントである。 

研究手段は次のように述べられる： 

第一手：メモを取る技法 

この研究のデータは、実例である。データは Yomiuri Online を取った。

そして、データの収集の方法はメモを取る技法を使う。 

第二手：データの分類 



 

 viii 
 

データを収集した後、著者は「簡単」と「単純」のデータを分類する。 

そして、「簡単」と「単純」を含む文章を翻訳する。 

第三手：データの分析 

著者は日本語の文章で含まれる「簡単」と「単純」を分析する。 

第四手：結論 

この手段は前の説明のようにデータの分析にもとづいて、結論が見つか

る。それで、「簡単」と「単純」の形容詞の従う単語とどのような文脈

で「簡単」と「単純」が置き換えるについて、インフォメーションを取

得することができる。 

 

C. 研究結果分析 

著者は Yomiuri Onlineから 30データを見つけた。結果は次のよう

に示す。 

 日本語の文章で「簡単」の形容詞の従う単語のテーブル 

単語クラス データ 意味 

動詞 1, 2, 5, 9, 11, 12, 13 Mudah 

副詞 7, 10, 14 Mudah 

名詞 3, 4, 8, 15 Sederhana 

名詞 6 Singkat 

 

 日本語の文章で「単純」の形容詞の従う単語のテーブル 

単語クラス データ 意味 

動詞 16, 19, 20 Sederhana 

動詞 17 Hanya 
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名詞 18, 21, 22, 23, 24, 25, 

27, 28, 29, 30 

Sederhana 

名詞 26 Hanya 

 

   「簡単」の形容詞の意味コンポネントのテーブル 

意味コンポネント データ 

分かりやすい 1, 3, 9, 11, 12, 15 

プロセスが複雑ない 4, 8, 13, 15 

時間や労力をかけない 2, 5, 6, 7, 10, 12, 14 

 

    「単純」の形容詞の意味コンポネントのテーブル 

意味コンポネント データ 

考え方が素直 16, 17, 19, 20, 21, 22, 23, 26 

単一で純粋である 17 

条件や制限のないこと 18, 24, 29, 30 

形式や構造が複雑ない 25, 27, 28 

 

    「簡単」の形容詞の結果分析のテーブル 

15データの簡単文 

置き換える 

( O ) 

置き換えない 

( X ) 

4文 11文 
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  「単純」の形容詞の結果分析のテーブル 

15 データの単純文 

置き換える 

( O ) 

 

置き換えない 

( X ) 

 

2 文 13文 

 

 

そして、結果分析の例は次のように示す。 

3a. また、伝えたい気持ちがあれば、簡単な言葉とボディーランゲージ

で伝わることもあると実感しました。 

‘Lalu jika ada perasaan yang ingin disampaikan, dapat diungkapkan 

melalui bahasa tubuh dan kata-kata yang sederhana’. 

3b. また、伝えたい気持ちがあれば、単純な言葉とボディーランゲージ

で伝わることもあると実感しました。 

‘Lalu jika ada perasaan yang ingin disampaikan, dapat diungkapkan 

melalui bahasa tubuh dan kata-kata yang sederhana’. 

(Yomiuri Shimbun Online, 28/11/2019) 

上記の文は、安田学園の生徒はネイティブとオンライン英会

話の英語能力を高めるための記事である。 

文の構造の局面から、3a 文の「簡単」の形容詞は「言葉」

の名詞を従う。「言葉」の名詞は「普通名詞」だという名詞に含ま

れている。「普通名詞」は一般的な物を表す名詞。 
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意味コンポネントの局面から、「簡単」の形容詞は「分かり

やすい」の意味素性を持つ。上記の文の文脈は、「伝えたい気持ち

があれば、言いやすい言葉を使ったほうがいい」と表す。3a 文の

「簡単」が「単純」に置き換えると 3b 文のみたいに、「単純」の形

容詞も「言葉」の名詞を従い、「形式や構造が複雑ない」の意味素

性を示す。文章の文脈は「伝えたい気持ちがあれば、形式や構造が

複雑ないの言葉を使ったほうがいい」と表す。 

それで、「簡単」と「単純」の形容詞は、上記の文章で置き

換えることができる。「簡単」を使うときに、上記の文章の文脈は

その言葉が言いやすい。「単純」を使うときに、上記の文章の文脈

はその言葉の形式や構造が複雑ない。 

 

D. 終わりに 

この研究の分析結果は、「簡単」の形容詞の従う単語は動詞、副

詞、名詞の単語で、「単純」の形容詞の従う単語は動詞と名詞である。

「簡単」と「単純」の形容詞が置き換えることができる文脈は、簡単」

は一般的に、「プロセスが複雑ない」という様子を表し、「単純」は

「形式や構造が複雑ない」という様子を表す。そして、従われる単語は

名詞である。 
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